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有明海奥部海域の溶存酸素濃度の変動（８月上旬）と今後の見通し 

  ７月下旬の小潮期には、貧酸素水塊は国営干拓沖（Ｔ１３）から浜川沖（Ｔ１４）付近に

かけての底層に発達し、国営干拓沖の海底付近では無酸素状態になっていました（図２、左）。 

７月下旬の大潮期にも、沖神瀬西の底層付近を中心に溶存酸素飽和度３０％未満の貧酸素

水塊が継続して分布していたことから、８月上旬の小潮期（８月３～７日）には再び奥部で

溶存酸素が低下して著しい貧酸素水塊が形成され、有明海奥部西側海域で広域化する可能性

があると予想されました。実際、８月上旬の小潮時（８月３日）には、貧酸素水塊は測点Ｓ

Ａの底層付近に形成されており（図２、中央）、貧酸素水塊の一斉観測を行った小潮末期（長

潮）の８月５日にも継続して分布していました（図３）。 

しかし、台風１２号による南寄りの強風の連吹により、浅海域の溶存酸素飽和度は予想よ

りも低下せず、それに続く台風１１号に

よる北寄りの強風により（図４）、有明海

奥部海域の密度躍層は浅海域を中心に消

滅し、８月１０日の大潮には、全測点の

底層で溶存酸素飽和度は７０％以上に回

復し、全域で貧酸素水塊は認められませ

んでした（図２）。 

 有明海奥部海域では、現在、大潮によ

る強い潮流により、底層付近の溶存酸素

飽和度は高い状態で維持されています。

しかし、台風１２号通過後に筑後川の流

量は１００～４００m3/sec と多かった

ため（図５）、有明海中央から諫早湾にか

けて、表層に低塩分水が分布し、密度成

層が形成されています。このことから、

静穏な状態が継続した場合、８月中旬の

小潮期（８月１６日～１９日）には、再

び底層で溶存酸素飽和度が減少し、貧酸

素化する可能性がありますので注意が必

要です。 





 
図３．有明海奥部底層の溶存酸素の平面分布（２０１４年８月５日、満潮時） 

関係１７機関の一斉観測調査による暫定値。赤線内部が溶存酸素飽和度３０％未満の

貧酸素水塊を示す。 

 

 

図４．大浦沖（Ｐ１）における海上風（海上３ｍ）の流向・流速の経時変化 



 

図５．２０１４年７月１日～８月１０日における筑後大堰直下流量（筑後川ダム総合管理事

務所、速報値）の推移 
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